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人と自然が“ほっとな”まちの広報紙

え び の広 報

〈写真〉平成 24 年えびの市成人式にて（P4 ～ P5）

年頭のあいさつ
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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
明
る
い

希
望
に
満
ち
た
平
成
24
年
の
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
、
心
か
ら
お
慶

よ
ろ
こ

び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
燃
岳
の
52
年
ぶ
り
の
大
噴

火
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
大
規
模
な

複
合
災
害
、
度
重
な
る
風
水
害
な
ど
、

国
民
の
防
災
・
安
全
に
対
す
る
意
識
を

激
変
さ
せ
る
よ
う
な
自
然
災
害
が
猛
威

を
振
る
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

政
府
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る

我
が
国
の
あ
り
方
や
方
向
性
が
問
わ
れ

る
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。
今
後
の
交
渉
経
過
や
政

府
の
対
応
を
注
視
し
対
処
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
2
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
、
新

燃
岳
噴
火
の
対
応
を
は
じ
め
、
直
面
す

る
問
題
解
決
に
向
け
て
、
市
民
一
丸
と

な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
10
月
に
本
市

職
員
の
不
祥
事
が
発
生
し
た
こ
と
は
、

私
の
管
理
責
任
と
指
導
力
不
足
を
大
い

に
反
省
し
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
、

改
め
て
再
発
防
止
・
信
頼
回
復
を
お
誓

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
吉
都
線
開
通
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
肥
薩
線
を
含
め
た

鉄
道
観
光
や
ジ
オ
パ
ー
ク
、
京
町
温
泉

の
活
性
化
、
そ
れ
ら
の
情
報
発
信
機
能

と
農
業
を
基
幹
と
し
た
産
業
発
展
機
能

を
持
っ
た
物
産
館
の
建
設
、
こ
れ
ら
を

連
動
さ
せ
一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
総

力
戦
で
交
流
人
口
増
加
、
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
大
自
然

の
恵
み
を
私
た
ち
市
民
の
手
で
さ
ら
に

魅
力
あ
る
も
の
に
し
、
皆
が
共
に
汗
を

か
き
、
共
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
ど
う
か
本
年
も
市
政
運
営

に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健

や
か
で
、
穏
や
か
な
、
そ
し
て
平
和
な

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

えびの市長

村岡隆明
Muraoka　Takaaki

New　Year　Greetings　2012

年頭のあいさつ
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平
成
24
年
成
人
式
が
、
1
月
5
日
、
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
は
か
ま
や
ス
ー
ツ
、
晴
れ
着

姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
１
９
０
人
（
男

94
人
、
女
96
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
小
倉
里
恵
さ
ん

の
電
子
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
合
わ
せ
、
ふ
る

さ
と
で
あ
る
え
び
の
市
の
紹
介
と
新
成
人

の
中
学
校
時
代
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

流
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
懐
か
し
い

写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
た
び
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
立
久
井
一
史
さ
ん
（
加
久
藤

中
出
身
）
が
市
民
憲
章
を
朗
読
。
真
瀬
田

咲
紀
さ
ん
（
真
幸
中
出
身
）
が
成
人
証
書

と
記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

式
辞
で
村
岡
市
長
は
「
夢
は
、
自
分
の

手
の
中
に
あ
り
ま
す
。夢
の
実
現
に
向
け
、

自
ら
道
を
切
り
開
き
、
人
間
の
絆

き
ず
な
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
る
大
切
さ
を
考
え
、
こ

れ
か
ら
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
新
成

人
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
と
し
て
春
山
茉
也
さ
ん

（
真
幸
中
出
身
）
が
「
東
京
の
大
学
に
進

学
し
て
い
ま
す
。
離
れ
て
み
て
え
び
の
の

良
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
将
来
は
、
え
び

の
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
全
国
へ

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
な
り
た
い
で
す
。
故
郷
え
び
の
市
を
こ

れ
か
ら
も
愛
し
、
い
つ
の
日
か
え
び
の
市

に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
」
と
意
見
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

平
成
24
年 

え
び
の
市
成
人
式

すべての目標を達
成できるようがん
ばります。

タバコも酒も解禁
になりました。こ
れからは、いろい
ろと楽しみたいで
す。

自分の行動に責任
を持ちたいです。
夢に向かってがん
ばっていきたいで
す。

後輩の面倒をみな
がら、大人として
自分を磨いていき
たいです。

成人式を迎え、立
派な社会人になり
たいです。

女子野球をしてい
ます。女子野球の
発展に貢献してい
きたいです。

当たり前のことを
当たり前にできる
大人になりたいで
す。

成人を迎えたので、
大人として恥ずか
しくない行動をと
りたいです。

ハタチの誓い
大人の仲間入りをした皆さんに、「今の気持ち」などをインタビューしました。

真瀬田咲紀さん

原内道広さん

加藤ゆかりさん

野田雄己さん

内田勇作さん

久貝美沙樹さん

田尻卓也さん

宮田理穂さん

真幸中出身

真幸中出身

飯野中出身

飯野中出身

加久藤中出身

加久藤中出身

上江中出身

上江中出身

将来の夢・希望・抱負

成人を迎えての気持ち

など

新成人代表の春山茉也さん 児玉大器さん（上江中出身）、寺田彩香さん（飯野中出身）が感謝の言葉を述べました

市民歌を歌う新成人



News　&　Topics◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

守ろう貴重な水資源

県境の防疫体制を強化

河川水質検査結果を公表

3県にまたがり相互応援協定を結びました

排
水
汚
濁
防
止
に
協
力
し
、
私

た
ち
の
共
有
す
る
貴
重
な
財
産

で
も
あ
る
河
川
の
環
境
保
全
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て

く
だ
さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い

て
は
、
何
ら
か
の
罰
則
規
定
等

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
５
・
２
８
６
）

結
び
ま
し
た
。

　

協
定
に
あ
た
り
村
岡
市
長
は

「
県
境
の
市
で
協
定
を
結
ぶ
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
口
蹄

疫
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の
協

力
体
制
を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。
人
吉
市
の
田
中
市
長

は
「
3
市
で
具
体
的
な
防
疫
体

制
や
消
毒
ポ
イ
ン
ト
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
を
作
り
上
げ
た
い
」、

伊
佐
市
の
隈
元
市
長
は
「
口
蹄

疫
な
ど
は
迅
速
な
対
応
が
必

要
。口
蹄
疫
が
発
生
し
た
場
合
、

被
害
が
広
が
ら
な
い
た
め
に
も

3
市
の
県
境
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
共
有
す
る
貴
重

な
財
産
で
も
あ
る
河
川
。

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全
の

た
め
に
水
質
検
査
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
か

所
で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目

（
pH
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
DO

＝
溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
SS
＝

浮
遊
物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）

の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、

河
川
の
生
活
排
水
処
理
対
策
を

行
い
河
川
の
汚
濁
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
も
生
活

え
び
の
市
と
熊
本
県
人
吉

市
、
鹿
児
島
県
伊
佐
市

は
、
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
が
発
生
し
た
時
の
防

疫
業
務
（
情
報
共
有
、
県
境
で

の
消
毒
作
業
な
ど
）
等
を
協
力

し
て
行
う
協
定
を
12
月
21
日
、

伊
佐
市
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
等
が
発
生
し
た
場

合
、
短
期
間
で
の
防
疫
業
務
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
3
市
で
は
、

い
ず
れ
か
の
市
で
口
蹄
疫
な
ど

が
発
生
、
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
、
相
互
に
情
報
を

共
有
し
、迅
速
な
防
疫
体
制（
消

毒
ポ
イ
ン
ト
設
置
な
ど
）
を
築

く
こ
と
な
ど
を
目
的
に
協
定
を

協定に調印した田中市長、隈元市長、村岡市長（左から）

　

す
べ
て
の
浄
化
槽
に
は
、
定
期

的
な
保
守
点
検
と
清
掃
と
は
別
に

年
1
回
の
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法

第
11
条
定
期
検
査
）
を
受
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
し

た
場
合
は
、
浄
化
槽
使
用
開
始
後

3
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
5
か

月
の
間
に
「
設
置
後
の
水
質
検
査

（
浄
化
槽
法
第
7
条
検
査
）」
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
は
、
放
流
水
質

が
身
近
な
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど

に
つ
な
が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

浄
化
槽
の
日
常
の
維
持
管
理
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
働
い
て

い
る
か
な
ど
を
判
断
す
る
た
め
に

行
う
検
査
で
す
。

【
法
定
検
査
】

　

法
定
検
査
は
、
定
期
的
な
保
守

点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、
毎
年
１

回
実
施
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査

で
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
外
観
検

査
、
水
質
検
査
、
書
類
検
査
な
ど

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
正
に
評

価
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
は
、
宮
崎
県
知

事
の
指
定
（
依
頼
）
を
受
け
た
財

団
法
人
宮
崎
県
環
境
科
学
協
会
が

行
な
い
ま
す
。

【
保
守
点
検
】

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
汚
水

が
正
し
く
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
、

微
生
物
の
管
理
や
槽
内
の
装
置
、

附
属
機
器
の
点
検
・
調
整
、
消
毒

薬
の
補
充
等
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
点
検
は
、
浄
化
槽
管

理
士
資
格
を
有
す
る
県
知
事
の
登

録
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

【
浄
化
槽
の
清
掃
】

　

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
の
除

去
、
機
器
の
洗
浄
な
ど
清
掃
を
行

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
清
掃
は
、
市
町
村
長

の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
生
活
環
境
係

　

☎
35
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
８
６

　

小
林
保
健
所
衛
生
環
境
課

　

☎
23
‐
３
１
１
８　

●
法
定
検
査
に
関
す
る
こ
と

　

(

財)

宮
崎
県
環
境
科
学
協
会

　

浄
化
槽
検
査
課

　

☎
０
９
８
５
‐
51
‐
４
３
３
１

法定検査を

●浄化槽を適正に管理するための流れ

けましょう受
浄化槽の検査はお済みですか●検査結果（検査日：平成 23 年 11 月 11 日）

※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えることがあります。
※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は河川Ａ類型 ( 川
内川に流入する河川も含む )

項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数
単位 － mg/L mg/L mg/L MPL/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2以下 25

以下 1,000 以下

下久保原橋 7.2 9.4 0.5
未満

1
未満 2,400

二十里橋 7.2 9.3 0.5
未満 9.0 5,400

池島橋 7.3 9.4 0.5
未満 2.0 13,000

長江川橋 7.5 9.2 0.5
未満 2.0 92,000

関川橋 7.9 9.7 0.5
未満 2.0 1,300

新岩次橋 7.3 8.9 0.5
未満 2.0 3,500

山川橋 7.3 10.0 0.5
未満 1.0 5,400

法定検査
【定期水質検査】
毎年 1回

清掃
【汚泥の引き抜き】

毎年 1回

保守点検
【点検・調整・修理】

年 4回程度（処理方式等で異なります）

【注意】
浄化槽法において、法定検査を受検しない
浄化槽管理者に対し、罰則規定があります。
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

　
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

　

湯
田
地
区
は
、
え
び
の
市
の
玄

関
口
で
あ
る
え
び
の
イ
ン
タ
ー
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
真
ん

中
に
は
川
内
川
が
流
れ
、
南
側
一

面
は
、
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
地
域
的
に
は
交
通
の
便
が
よ

く
、
地
区
内
に
は
、
南
九
州
コ
カ

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
、福
山
通
運
、

九
州
中
央
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
の
企

業
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
活
動
は
、
秋
の
地

区
民
総
参
加
の
「
敬
老
運
動
会
」、

「
十
五
夜
祭
り
」、
正
月
の
「
竹
は

地域の絆を大切に
（湯田自治公民館）

そば打ち教室後の懇親会

し
ら
か
し
」、
毎
月
実
施
し
て
い

る
「
地
域
支
え
合
い
事
業
」
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
本
年
度
は
、
12
月
18
日
に

男
性
そ
ば
打
ち
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。
教
室
で
は
、
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
そ
ば
汁
、
お
に
ぎ
り
な

ど
を
作
っ
て
も
ら
い
、
地
区
の
高

齢
者
を
招
待
し
て
新
そ
ば
を
ふ
る

ま
い
ま
し
た
。
余
興
で
は
、
高
齢

者
ク
ラ
ブ
の
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
あ
り
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
を
象
徴
す
る
漢
字

に
「
絆

き
ず
な
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
東

北
の
大
震
災
で
日
本
人
の
助
け
合

い
の
精
神
が
世
界
中
に
注
目
さ
れ

ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
隣
近
所
の
つ

な
が
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
今
こ

そ
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
じ
て
、

地
域
の
絆
を
大
切
に
し
、
努
力
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

湯田自治公民館長
鶴田克巳さん

　

今
月
は
、「
韓
国
岳
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　

韓
国
岳
は
霧
島
山
の
北
西
部

に
位
置
し
、
標
高
１
７
０
０
ｍ

と
霧
島
山
の
中
で
最
高
峰
の
山

で
す
。
約
1
万
７
０
０
０
年
前

に
山
体
が
出
来
上
が
っ
た
後
、

火
口
北
西
部
で
激
し
い
水
蒸
気

噴
火
に
よ
り
火
口
の
一
部
が
吹

き
飛
ば
さ
れ
て
現
在
の
形
に
な

り
ま
し
た
。
火
口
の
断
面
を
見

る
と
、
斜
面
に
沿
っ
た
く
さ
び

型
の
岩
の
層
が
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
ア
グ
ル
チ
ネ
ー
ト

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
火
口
か
ら

噴
出
し
た
大
き
く
重
い
岩
な
ど

が
火
口
周
辺
に
降
り
積
も
り
、

軽
く
小
さ
い
物
は
火
口
か
ら
遠

く
に
飛
ば
さ
れ
て
降
り
積
も
っ

て
冷
え
固
ま
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
つ
く
り
の
火
山
を

火
砕
丘
と
い
い
ま
す
。
韓
国
岳

は
少
な
く
と
も
3
回
、
こ
の
よ

う
な
噴
火
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら

れ
た
山
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
吹
き
飛
ば
さ
れ

た
山
体
の
土
砂
は
え
び
の
高
原

に
流
れ
落
ち
、
他
の
火
山
の
噴

出
物
と
と
も
に
え
び
の
高
原
に

湿
地
帯
を
つ
く
り
ま
し
た
。
国

指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
ノ
カ

イ
ド
ウ
の
自
生
地
は
、
こ
の
よ

う
な
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き

た
の
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
は

今
回
で
終
わ
り
ま
す
が
、
霧
島

に
は
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
き
れ
な

い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連

絡
協
議
会
で
は
「
自
然
の
多
様

性
と
そ
れ
を
育
む
火
山
活
動
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
霧
島
や
加

久
藤
カ
ル
デ
ラ
の
魅
力
を
発
信

し
、
皆
様
と
と
も
に
ジ
オ
パ
ー

ク
を
通
じ
て
の
教
育
や
観
光
、

防
災
へ
の
取
り
組
み
を
今
後
も

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 そ

の
28標高 1700 ｍの韓国岳

暴力団排除措置を講ずるための協定を締結

暴力団排除活動をより円滑に進めます

る
情
報
交
換
」
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

協
定
に
あ
た
り
市
長
は
「
暴

力
団
に
対
し
て
の
対
応
を
強
化

し
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
暴

力
団
排
除
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
え
び
の
警
察
署

小
山
署
長
は
「
暴
力
団
は
い
つ

え
び
の
市
に
入
っ
て
く
る
か
分

か
ら
な
い
。
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
安
心
安
全
な
え
び
の
市
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
で
は
、
暴
力
団
と

の
関
係
を
な
く
す
た
め
の
「
え

び
の
市
暴
力
団
排
除
条
例
」が
、

1
月
1
日
、施
行
さ
れ
ま
し
た
。

え
び
の
市
、
市
教
育
委
員

会
と
え
び
の
警
察
署
は
、

「
え
び
の
市
が
暴
力
団
排
除
措

置
を
講
ず
る
た
め
の
連
携
に
関

す
る
協
定
」
を
12
月
22
日
、
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
暴
力
団
排
除

に
関
し
、3
者
の
連
携
を
深
め
、

暴
力
団
排
除
活
動
を
よ
り
円
滑

に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
は
、
市
が
え
び

の
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
基
づ

き
、
暴
力
団
排
除
措
置
を
行
う

際
の
「
警
察
署
へ
の
暴
力
団
関

係
者
の
照
会
や
警
察
か
ら
の
回

答
」「
暴
力
団
排
除
措
置
に
係

協定に調印する村岡市長、小山えびの警察署長

あの時のえびの市を広報紙で振り返る

あの時、あの頃

今月は、29年前の広報紙にタイムスリップ

「川内ガラッパが寒中水泳」

　泳げない子どもたちをなくそう

と、昭和 52 年 7 月に結成されたえ

びのスイミングクラブ。

　今年もまた、1月 1日に恒例の新

春寒中水泳大会を川内川真幸橋上

流で行いました。川内ガラッパのか

わいい歓声が川原に響きわたりまし

た。

（昭和 58年 1月掲載）
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※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を
一部抜粋、修正して掲載しています
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正拳突きの形を披露する竹本さん

え び の の ひ と

　
「
空
手
に
し
て
も
生
活
に
し
て

も
、
1
日
が
礼
で
始
ま
り
礼
で
終

わ
る
よ
う
に
心
が
け
て
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

竹
本
憂
樹
さ
ん
（
飯
野
高
校
2
年

生
）
で
す
。

　

竹
本
さ
ん
は
、
フ
ル
コ
ン
タ
ク

ト
空
手
（
組
手
試
合
で
直
接
打
撃

制
ル
ー
ル
を
採
用
す
る
空
手
の
ス

タ
イ
ル
）
の
名
手
で
す
。
九
州
で

行
わ
れ
る
大
会
で
、
い
く
つ
も
の

賞
を
取
る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。
得

意
技
は
、
正
拳
突
き
で
す
。

　

竹
本
さ
ん
が
空
手
を
始
め
た
の

は
５
歳
か
ら
「
戦
隊
も
の
の
ヒ
ー

ロ
ー
に
あ
こ
が
れ
て
、
強
く
な
り

た
い
と
思
っ
て
空
手
を
始
め
ま
し

た
」

　

フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
は
、
突

き
や
蹴
り
な
ど
直
接
打
撃
を
受
け

ま
す
。「
自
分
の
痛
み
や
相
手
の

痛
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
、
忍
耐
力

や
相
手
を
思
い
や
る
心
が
培
わ
れ

た
と
思
い
ま
す
」

　

飯
野
高
校
で
は
、「
空
手
の
良

さ
を
伝
え
た
い
」
と
同
好
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
同
好
会
で
は
、

部
員
4
人
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
「
空
手
を
教
え
る
立
場
に
な
っ

て
、
改
め
て
空
手
の
奥
の
深
さ
を

知
り
ま
し
た
。
自
分
で
は
分
か
っ

て
い
る
こ
と
を
、
相
手
に
ど
う
分

か
り
や
す
く
教
え
る
の
か
が
難
し

い
で
す
」

　

そ
ん
な
教
え
る
立
場
を
経
験
し

て
「
自
分
の
空
手
に
も
幅
が
で
て

空手を通じ
自分を磨いていきたい

き
ま
し
た
。
指
導
す
る
こ
と
で
、

新
た
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
学
び
ま

し
た
」

　

将
来
の
夢
は
、
警
察
官
に
な
る

こ
と
と
い
う
竹
本
さ
ん
「
こ
れ
か

ら
も
空
手
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。
空
手
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

人
と
し
て
心
技
体
を
磨
い
て
い
き

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

たけもと・ゆうき／ 17 歳／飯野高校
2年生／趣味：音楽・映画鑑賞（特に、
アクション映画）

Yuki Takemoto

竹本憂樹さん

手づくりコンニャク

vol.45

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
ふ
る
さ
と
料
理
教

室
で
作
っ
た
「
手
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
で

す
。

　

コ
ン
ニ
ャ
ク
は
、
ぷ
に
ぷ
に
と
し
た
独
特

の
食
感
と
強
い
弾
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

カ
ロ
リ
ー
が
極
め
て
低
く
食
物
繊
維
が
豊
富

で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品

（
健
康
食
品
）
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

手
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
良
さ
は
、
市
販

品
と
比
べ
て
、
食
感
が
良
く
、
味
が
良
く
し

み
込
む
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
コ
ン

ニ
ャ
ク
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

レ シ ピ

r e c i p e

　
　
　
　
　
　
え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

【材料】（15 個～ 20 個分）
コンニャクイモ・・・・・・1㎏（皮つき）
お湯・・・・・・・・・・・・・　40 ｇ
炭酸ソーダ・・・・・・・・・・　40 ｇ
ぬるま湯・・・・・・・・・・・　適宜

【作り方】
①コンニャクイモは汚れを良く洗い、
皮をむき適当な大きさに切る。
②①を大き目の鍋に入れ、とろ火にか
けイモを焦さない様にかき混ぜながら 2
時間程度かけてやわらかくなるまで煮
る。（良く煮ないとアクが抜けず良いこ
んにゃくが出来ません）
③②がやわらかく煮えたら鍋から取り
出し、ミキサーにかけてすりつぶし（水
分が足りない時はぬるま湯を少量足し
ても良い）大きなボールに取り出して
おく。
④炭酸ソーダは少量のぬるま湯で溶い
ておく。
⑤③に分量のお湯と④を少量ずつ入れ、
すばやくかき混ぜる。お好みの硬さに
かたまったら素早く適当な大きさに丸
め、たっぷりのお湯でこんにゃくが浮
き上がるまで湯がく。（こんにゃくの硬
さはぬるま湯の分量でお好みに調節し
てください）
⑥湯がいた水の中に入れ冷蔵庫で保管
すると 1週間ほど持ちます。

【紹介者】　ふるさと料理教室

新原亨さん　栗下美佐江さん
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まちのわだいEbino　City　Topics

2 年ぶりに復活「サンライズフェスタ」

平成 24 年消防出初式

矢岳高原で新年の幕開け

趣向をこらした一斉放水

市内各地で「竹はしらかし」

一年の無病息災を願う

　

1
月
1
日
、
矢
岳
高
原
ベ
ル
ト
ン

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
「
矢
岳
高
原

サ
ン
ラ
イ
ズ
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
平
成
24

年
の
初
日
の
出
を
見
よ
う
と
市
内
外

か
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
で
初
日
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参

加
者
は
会
場
で
の
甘
酒
や
も
ち
の
振

る
舞
い
な
ど
で
新
年
の
幕
開
け
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
「
初
日
を
見
る
こ

と
が
で
き
ず
残
念
で
す
。
来
年
に
期

待
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
8
日
、
湯
田
橋
下
流
河
川
敷

で
平
成
24
年
え
び
の
市
消
防
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
消
防

団
員
や
消
防
署
職
員
な
ど
約
４
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
長
の
訓
示
や
機
械
器

具
の
点
検
、
消
防
活
動
に
精
励
し
た

消
防
団
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

一
斉
放
水
で
は
、
各
分
団
ご
と
の

趣
向
を
こ
ら
し
た
一
斉
放
水
が
行
わ

れ
、
湯
田
橋
や
河
川
敷
に
集
ま
っ
た

多
く
の
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

１
月
７
日
、
市
内
各
地
の
田
ん
ぼ

や
河
川
敷
で
「
竹
は
し
ら
か
し
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
育
成
会
や
地
域

で
組
ん
だ
竹
の
や
ぐ
ら
で
門
松
や
し

め
縄
な
ど
を
燃
や
し
、
一
年
間
の
無

病
息
災
を
願
っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
焼
い
た
竹
を
家
に

飾
っ
て
お
く
と
、
魔
よ
け
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
火
を
つ
け
ら
れ

た
や
ぐ
ら
は
、
竹
の
弾
け
る
音
と
と

も
に
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
炎
で
も
ち
を
焼
い

て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

白鳥森林公園で植樹活動

「第 9でえびのを元気に」公演

みどりの少年団が緑を植樹

歌でえびのを盛り上げる

えびのクリーンウォーク大作戦

サンタの姿でゴミ拾い

　

12
月
27
日
、
白
鳥
森
林
公
園
で
、

え
び
の
市
緑
の
少
年
団
の
団
員
25
人

が
、モ
ミ
ジ
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
は
、
植
樹
を
通
じ
て
森

林
の
大
切
さ
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
、今
年
で
3
回
目
で
す
。

同
少
年
団
は
、
植
樹
や
緑
の
募
金
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
森
林
を
守
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

植
樹
し
た
あ
る
団
員
は
「
初
め
て

植
樹
に
参
加
し
ま
し
た
。
防
護
ネ
ッ

ト
で
シ
カ
対
策
を
す
る
こ
と
な
ど
を

学
べ
て
楽
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

12
月
18
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
第
九
で
え
び
の
を
元
気
に
」
公
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
演
に
は
、
公

募
で
結
成
し
た
市
民
合
唱
団
な
ど

１
１
３
人
が
出
演
。
電
子
オ
ル
ガ
ン

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

交
響
曲
第
九
番
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
市
民
提
案
運
営
型

自
主
文
化
事
業
を
活
用
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
第
九

を
歌
う
会
」
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
５
５
０

人
は
、
演
奏
や
曲
が
終
わ
る
た
び
盛

ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
、
市
内
の
駅
周
辺
と
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
周
辺
で
「
え

び
の
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
大
作
戦
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
清
掃
活
動

に
は
、
約
50
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
。
参
加
者
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
駅
周
辺
や

沿
道
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
参
加
者
に
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
と
同
時
に
、
多
く
の

人
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。



掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

く ら し の メ モ

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）松山良文さん☎ 0984‐33‐4904

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　「朝なかなか起きられない」「午前中ずっと

ボーっとしている」など、『早寝・早起き』が

できない子どもが増えています。

　睡眠中は、脳の発達や成長に欠かすことので

きない大切なホルモンをたくさん分泌されてい

ることがわかっています。

　早寝・早起きのリズムを身につけ、体も心も

元気に過ごせるようにしましょう。

【早寝・早起きの生活リズムを整えるには】
●早起きを心がけましょう

　朝は、同じ時間 ( 午前 6時～ 7時の間）に起

きるようにし、カーテンを開けて太陽の光を浴

びるようにしましょう。太陽の光を浴びること

で体内時計がリセットされて、体が目覚めます。

●おいしく朝ごはんを食べましょう

　「朝ごはん」は、睡眠中に下がっていた体温

を上げて血液の循環を良くし、脳や体にエネル

気に笑
って

健康
え び の

ギーを補給してくれます。朝ごはんは、毎日同

じ時刻に食べるように努力しましょう。

●午前中は外で体を動かしましょう

　昼間にたくさん体を動かすことで必然的に夜

は眠くなり、ぐっすり眠れるようになります。

午前中に、たっぷり体を動かしましょう。

●夕食は寝る 2時間前までにとりましょう

　朝食と同様に夕食も決まった時刻にとること

が大切です。夕食の時刻が遅くなると、就寝時

刻もそれに伴い遅くなってしまいます。寝る 2

時間前ぐらいまでには夕食をすませましょう。

●夜はきちんと寝かせつけて！

　夜は決まった時刻にきちんと『眠らせること』

が大切です。寝るまでの段取りを決め、それを

毎日繰り返すことで、もう寝る時刻だという意

識が高まります。テレビや電気を消して静かな

暗い環境でゆっくり眠れるようにしましょう。

『とこしえの森巣之浦・太平』

　この本は、昭和初期、熊本営林局加久藤
営林署所轄の大

おおひらかんこうしゃくばつしょ

平官行斫伐所に営林技手と
して勤務した落合兼徳氏について書かれて
います。
　明治から昭和の初期にかけての宮崎県の
山林の様子だけではなく、人々の暮らしぶ
りや、えびの市、大河平の山間地の歴史を
詳しく知ることができます。
　当時の写真や地図も掲載されている貴重
な 1冊です。

　
　
　
雲
海
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ろ
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た
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霧
島
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京
町
区
　
竹
下
妙
子

　

神
話
と
伝
説
の
地
、
天
孫
降
臨
の
霧
島
山
系
の
朝
明
け
の
霧
の
中
に
浮
か
ぶ
勇
姿

を
拝
す
る
と
き
、
地
は
燃
ゆ
る
と
も
こ
の
里
に
生
き
る
幸
を
思
う
。

　

過
ぐ
る
年
、
震
災
、
原
発
、
新
燃
岳
の
噴
火
、
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
な
ど
数あ
ま
た多
の
惨
事
に
苦
し

ん
だ
日
本
列
島
に
も
新
し
い
年
が
訪
れ
、
辰た
つ

の
よ
う
に
明
日
と
言
う
未
来
に
向
か
っ

て
飛
躍
す
る
年
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

　
　
　
窓
際
の
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す子
　
そ
れ
ぞ
れ
の
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な

た向
ぼ
こ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
区
　
石
坂
伊
左
郎

　

冬
晴
れ
の
昼
時
は
、
各
自
窓
際
に
椅
子
を
持
ち
寄
っ
て
日
向
ぼ
っ
こ
で
す
。
柔
ら

か
い
冬
の
日
差
し
は
、
人
の
心
も
暖
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　

生
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
区
　
西
幸
一

た
っ
た
一
つ
確
か
な
事

命
果
て
る
ま
で
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ

だ
か
ら
今
と
明
日
を
普
通
に
生
き
る

　新年明けましておめでとうございます。今年もよろしく
お願いいたします。
　早いもので、広報の担当になり２回目の新年を迎えまし
た。今年は、もっとわかりやすい広報紙を目指し、がんばっ
ていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます。
（川野）

短
　

歌
俳
　

句

詩

甲斐嗣朗／著
（鉱脈社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

■藤嶋栄養士（健康保険課）生活リズムを整えよう！！

あなたを狙う悪質商法にご用心！！
ません。
　他にも、ハイハイ商法・かたり商法・内職商法・
送りつけ商法・マルチ商法などがありますので、
ご注意ください。

【トラブル予防方法】
・うまい話には近づかないようにしましょう
・必要でなければ勇気をもって断りましょう
・買う前に家族や知人に相談しましょう
・印かんは、契約内容を確かめて自分で押しまし
ょう
・契約書や領収書を必ず受け取り保管しましょう
・困ったらすぐに相談しましょう
【お問い合わせ先】
市民課生活環境係
☎ 35-1111（内線 286）
文：くらしのアドバイザー向原紀子さん（加久藤地区）

　「私は大丈夫」なんて思っていませんか？相手
は詐欺のプロです。「大丈夫」ではなく「詐欺か
もしれない」と疑うことを忘れないようにしまし
ょう。

【あなたを狙う悪質商法手口】
［点検商法］「無料点検に来ました」などと告げて
来訪し、「このままだと危険です」などと不安を
あおり、高価なものの購入を勧めたり、契約をさ
せたりする商法です。
※不安をあおるセールスマンには要注意です。信
頼のおける業者に一度調べてもらいましょう。
［不当請求］（架空請求の場合）ハガキやメール、
電話など、利用した覚えがない請求が届くという
商法です。架空の請求内容を作り上げ、無作為に
請求し振り込ませる、振り込め詐欺の一種です。
※利用した覚えのない料金等は支払う必要はあり

◎えびの市の人口
　男性／ 9,952 人（　－ 3人）
　女性／ 11,289 人（　－ 5人）
　合計／ 21,241 人（　－ 8人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,200 世帯（－ 13 世帯）

（平成 24年 1月１日現在）

転入／ 54 人
転出／ 43 人
出生／ 13 人
死亡／ 32 人

市県民税　　　　　　　第 4 期
国民健康保険税　　　　第 7 期
後期高齢者医療保険料　第 7 期
1 月 31 日までに納めましょう。



■えびの消防署☎ 33‐6119 ■えびの警察署☎ 33‐0110

119 だより 110 だより
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お知らせコーナー

12月の活動状況 火災 1 件 年計 10 件
［えびの消防署管内］ 救急 68 件 年計 783 件

12 月の交通事故 人身 11 件 本　年
12 月末 124 件

　発生状況 物件 27 件 本　年
12 月末 319 件

　昨年は新燃岳の噴火災害に始まり、東日本大震災、
収束の見えない福島原発事故など暗い一年でありま
した。本年は、明るく希望の持てる一年でありたい
ものです。
　これからの季節、インフルエンザや感冒の流行が
懸念されます。市民の皆さんにおいては、しっか
りとした予防対策をしていただくなど健康に留意さ
れ、穏やかな一年をお過ごしください。

謹んで新年のお慶
よろこ

びを申し上げます
　平成 23 年中における県内の交通死亡事故は 48
件で、49人が亡くなり、その内27人が高齢者でした。
　死亡事故の態様では、車と歩行者の事故が多く、
しかも夜間における歩行者との事故が多いという特
徴が見受けられます。
　車の運転手は、高齢者にやさしく
　●ライトは早めの点灯、こまめな切り替えの励行
　歩行者のみなさんは、
　●反射材用品の活用と明るい色の服装の着用
を励行し、交通事故防止に努めましょう。

早めの点灯・ピカピカ運動

＝問い合せ先　 ＝申し込み先問＝問い合せ先　申＝申し込み先

までお気軽にご相談ください。
【講演のテーマ例】「南九州の経済情勢は今どうなってい
るの」「国の財政の現状」「金融トラブルに巻き込まれな
いためには」など
【費用】無料（講演料、交通費等の費用は一切不要です）
【申し込み・問い合わせ先】
財務省九州財務局宮崎財務事務所総務課
☎ 0985-22-7101

宮崎ねんりんピック 2012 選手募集

　今年 5 月に、スポー
ツ・文化種目を通じ、
高齢者の生きがいや健
康づくり、地域間の交
流などを図ることを目
的とした「宮崎ねんり
んピック 2012」が開催
されます。
　市では、下記のとお
り 26 種目のスポーツ・
文化種目の参加者を募
集します。競技種目の一部には、全国健康福祉祭の県選
手選考会を兼ねたものもあります。市民の皆さんのたく
さんの参加をお待ちしています。

【開催日】5月 20 日（日）、21 日（月）
【開催地】宮崎市・都城市・延岡市・小林市・綾町・川
南町
【総合開会式会場】宮崎県総合運動公園運動広場 C・D
【競技種目】ラージボール卓球、テニス、ソフトテニス、
ソフトボール、ゲートボール、ペタンク、ターゲット・
バードゴルフ、弓道、剣道、なぎなた、インディアカ、
グラウンドゴルフ、太極拳、バウンドテニス、四半的弓
道、ミニバレーボール、ソフトバレーボール、ミニテニ
ス、ボウリング、ゴルフ、ラグビーフットボール、サッ
カー、パークゴルフ、水泳、囲碁、将棋
全 26 種目（スポーツ 24 種目、文化 2種目）
【申込期限】2月 1日（水）～ 2月 29 日（水）
【対　象】60 歳以上の宮崎県民（昭和 28 年 4 月 1 日以
前に生まれた人）
【参加費】500 円（参加記念品代、傷害保険料等）
【申込方法】市役所本庁：長寿介護課・高齢者係または、
両出張所に申し込みください。
【申し込み・お問い合わせ先】
市長寿介護課高齢者係
☎ 35-1111（内線 268）

身体障害者補助犬をご存じですか

　補助犬とは、「盲導犬」・「介助犬」・「聴導犬」のことで、
「身体障害者補助犬法」により特別な訓練を受けている
犬のことです。身体の不自由な人の生活を支える大切な
存在で、ペットではありません。
　身体障害者補助犬法では、公共施設、公共交通機関、
事務所、病院や飲食店など不特定かつ多数の人が利用す
る施設などで、補助犬の同伴が認められ、受け入れるよ
う義務づけられています。市民のみなさんのご理解とご
協力をお願いします。
問市福祉事務所福祉係
☎ 35-1111（内線 261）

a 京町二日市が開催されます

　南九州最大の買い物市を誇る毎年恒例の京町二日市が
開催されます。
【開催日】２月４日（土）～５日（日）
【歩行者天国時間】
２月４日（土）午前９時～午後６時
２月５日（日）午前９前～午後５時
【会場】京町温泉駅前通周辺
※当日は道路の渋滞が予想されますので、なるべく公共
交通機関をご利用ください。
問市観光商工課・企業誘致・商工振興室
☎ 35-1111（内線 333）

a 県庁前楠並木通りで「えびの市物産展」が行われます

　えびの市の特産品の販売、観光 PR を目的とした「え
びの市物産展」が県庁前楠並木通りで行われます。
　物産展では、えびの市自慢の特産品を販売し、特産品
を買った人へのプレゼント（数に限り有）も用意してい
ます。
　お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。ま
た、宮崎市近郊にお住まいのご友人、知人の皆さんにも
お知らせください。
【開催日】1月 27 日（金）
【時間】午前 9時 30 分～午後 3時 30 分
【場所】宮崎県庁前楠並木通り
問市観光商工課・企業誘致・商工振興室
☎ 35-1111（内線 333）

a 信号機・標識 BOXをご存じですか

　信号機・標識 BOX は、道路
を利用する皆さんが簡便に意
見が提出できるようえびの警察
署、市民課窓口に設置してあり
ます。
　道路を利用していて「ここに
横断歩道があった方がいいので
は」など意見・要望などがあり
ましたら、えびの警察署、市民
課窓口に設置してある信号機・
標識 BOXに投函してください。
問えびの警察署交通課
☎ 33-0110

「にせ税理士」にご注意

　所得税や消費税・地方消費税の確定申告の時期になり
ました。
　決算書や申告書などの税務書類の作成などを依頼する
場合は、その人が正規の税理士であるか、よく確認して
から依頼してください。
　税理士の資格のない人（いわゆる「にせ税理士」）が、
税務代理や税務書類の作成、税務相談をすることは、税
理士法で固く禁じられています。
　また、「にせ税理士」は、法律に違反するだけでなく、
税務署からの問い合わせや調査を受けることになって
も、あなたに代わって答えることができないなど、結果
的にあなた自身が大きな被害を受けることになります。
「にせ税理士」には、十分にご注意ください。
　詳しいことは、最寄りの税務署にお尋ねください。
問小林税務署
☎ 23-3126（自動音声案内）
　

a ご利用ください宮崎県財務事務所「出前講座」

　財務省九州財務局宮崎財務事務所では、県内の学校や
企業、自治会等各種団体が開催する集会・研修会などに
職員を講師として派遣しています。
　財政、経済、金融、国有財産などの話を聞いてみたい
という希望がありましたら、九州財務局宮崎財務事務所

【おわびと訂正】
　12 月号の決算報告「特別会計・企業会計決算」の「水道事業会計」に誤りが
ありました。正しくは、収益的収支収支歳入 336,428 千円、歳出 326,054 千円、
資本的収支歳入 93,437 千円、歳入 232,200 千円です。おわびして訂正します。

マスコットキャラクターの元気ちゃん
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島
津
義
弘
が
飯
野
に
移
っ
て
き

ま
し
た
。
義
弘
は
ま
ず
、
剣
大
明
神

社
を
再
建
し
、
飯
野
の
町
で
市
を
復

活
さ
せ
ま
し
た
。
市
は
、
原
田
の
本

市
（
元
市
）
で
開
か
れ
た
そ
う
で
す
。

現
在
の
本
市
（
元
市
）
字
は
、
そ
の

当
時
の
名
残
り
で
す
。

　

江
戸
時
代
入
り
、
飯
野
の
町
が
大

き
く
な
り
ま
し
た
。
飯
野
の
町
で
市

を
開
く
の
に
は
手
狭
に
な
っ
た
た

め
、
前
田
に
市
を
移
し
ま
し
た
。
前

田
の
二
日
市
字
は
、
二
日
市
が
開
か

れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

今
で
は
、
当
時
の
痕
跡
が
分
か
る

も
の
が
残
っ
て
い
な
い
の
が
残
念
で

す
が
、
大
切
な
歴
史
、
文
化
は
ひ
と

つ
で
も
多
く
後
世
に
伝
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　

え
び
の
市
内
で
、
京
町
二
日
市
よ

り
も
古
い
二
日
市
が
あ
っ
た
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
市
の
始
ま
り
は
、
一
五
四
二

年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
、
飯

野
城
主
だ
っ
た
北
原
兼
孝
は
、
都
城

の
北
郷
氏
と
戦
っ
て
惨
敗
し
ま
し

た
。
兼
孝
は
敗
戦
の
責
任
を
と
っ
て

宗
家
の
座
を
小
林
城
主
の
北
原
兼
守

に
譲
り
ま
す
。
兼
守
は
、
日
向
の
国

の
領
主
伊
東
義
祐
と
親
せ
き
関
係
に

あ
り
、
義
祐
が
兼
守
の
内
政
に
干
渉

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
兼
孝
の
叔
父
で
徳
満
城

主
の
良
兼
は
、
義
祐
の
内
政
干
渉
に

従
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
義

祐
は
良
兼
を
攻
め
ま
す
。
良
兼
は
、

お
い
の
兼
孝
に
援
軍
を
頼
み
ま
す

が
、
伊
東
の
大
軍
に
ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
ず
、
兼
孝
は
、
良
兼
を
見
殺

し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
、

兼
孝
の
居
城
す
る
飯
野
城
で
次
々
と

怪
奇
な
こ
と
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
兼
孝
は
、
そ
の
原
因
が
良

兼
の
怨

お
ん
り
ょ
う霊

で
は
な
い
か
と
考
え
、
良

兼
を
祭
り
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七

年
）
十
一
月
二
十
二
日
、
剣
大
明
神

社
を
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
に
あ
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、

毎
月
二
日
、
十
二
日
、
二
十
二
日
に

市
が
開
か
れ
、
こ
の
市
は
、「
明
神

の
市
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
飯
野
城
の
怪
奇
現

象
は
な
く
な
り
、
市
は
数
年
間
、
中

断
し
て
い
ま
し
た
。

　

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
年
）
十
一

剣神社の前では、「明神の市」が開かれていました

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


